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１．１ ネットオークションとは

（ⅰ）インターネットを利用したオークション
（ⅱ）ユーザは新品や中古品を安く手軽に購入
（ⅲ）出品者は宣伝広告費をかけずに出品

ネットオークション利用者数
インターネット利用者数 ≒５４％※１

※１ ネットオークション利用率（情報通信白書平成１７年度）



1 2

１．２ ネットオークションにおける問題点と目的

・架空商品の出品

・不正な価格吊り上げ

・落札後の商品取替え

・商品の未発送

利用者は商品取引の特性分析が困難
商品取引の妥当性を判断する事を目的

非対面性
匿名性
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1．３ 商品取引の特性分析法と特徴

① 当事者間による相互評価値の利用
評価値が不正に操作される可能性がある

② ユーザ行動分析結果の利用
情報の収集に多くの時間を要する

③ 商品データ分析結果の利用
不正な評価値の操作を受けず、

情報の入手が比較的容易
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1．４ 商品データ分析手順

分析データの選定条件
・過去一ヶ月間の落札商品
・１００件以上の出品がある商品を１０種類
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①ＨＴＭＬを収集 ②Ｐｅｒｌスクリプトによりデータ加工 ③データ分析
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1．５ 予想される分析結果

商品の落札価格は株価を説明するモデルとして広く用
いられている対数正規分布（式１）に従うと予想される
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商品落札価格が対数正規分布に適用可能であるか検討
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1．６ 対数正規分布への適応性

落札価格分布の対数正規分布への適合性を判断するために落札価
格（ｘ）の対数{（ｌｎ（ｘ）}の分布について尖度（ｋ）を評価した（式２）
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（ｍｋ ：ｋ次モーメント、 σ：標準偏差）
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図１ １０種類の商品の尖度
※加工データ：取得したデータから特異データを削除したデータ

1．７ 分析結果（１）
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1．8 分析結果（２）
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図２ 最大尖度を持つ商品の落札価格分布
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1．9 評価と今後の課題

•特異データを除いた落札価格は対数正規分布で表現できる

•より細かい時間スケールで適正価格帯を予測する方法の検討

•特異データを自動的に抽出する方法の検討

•分析結果を商品妥当性の判断情報としてユーザに提供する
方法の検討


